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『中期経営計画２０２１』凍結に関するお知らせ 
 

 

 当社は、本日開催の取締役会におきまして、足元の急激な事業環境の変化に伴い、2021年度（2022年５月期）

を最終年度とする『中期経営計画２０２１』を凍結することを決定いたしましたので、下記のとおりお知らせ 

いたします。 

 

記 

 

１．背景  

当社グループでは、2021 年度（2022 年５月期）を最終年度とする『中期経営計画２０２１』を策定し、

「売上高 1,500億円」「営業利益 24億円」「自己資本当期純利益率（ＲＯＥ）５％以上」を定量目標として

掲げておりました。  

しかしながら、米中通商問題の影響による半導体製造装置や工作機械の生産低迷、中国、欧州での車載 

市場の減速等により半導体製品の販売が停滞する中、年明け以降は、新型コロナウイルスの感染拡大による

顧客工場の稼働停止や生産調整等の影響を受け、先行きについても不透明な状況が続くと見込まれます。 

また、主要仕入先であるルネサス エレクトロニクス株式会社（以下「ルネサス社」と表記）の特約店と  

して同社製各種半導体を販売してまいりましたが、2020年４月 10日公表のとおり、特約店契約を解消する

ことになりました。 

上記のとおり、前提としていた事業環境に大きな変化が見られることから現状の中期経営計画を凍結する

ことを今回決定いたしました。 

なお、2021年５月期の業績予想につきましても、本日公表の「2020年５月期 決算短信〔日本基準〕 

(連結)」のとおり未定とさせていただいております。 

 

２．今後の取組みについて  

当社グループのグローバルネットワークを活用した新たなコア商材の創出・拡充、自社製品活用による 

ソリュ－ション事業の拡大等、成長戦略の着実な遂行とともに、2020 年度は本社管理機能等間接業務の 

効率化、組織体制の最適化など、収益構造改革を推進してまいります。 

 

３．次期中期経営計画について 

新たな中期経営計画の策定については、今後の動向を踏まえ、事業環境を検証、見直したうえで 2021年

7月を目処に目標値を設定し公表させていただきます。 

 

以 上 


